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Ａ．研究目的 

慢性腎臓病（CKD）は成人の 8人に 1人が罹患して

いると推定され 21世紀の国民病と言われているが、

2023 年現在では約 2000 万人が罹患していると推定

され、ますます患者数が増加している。CKDは末期腎

不全の強力な危険因子であるのみならず、生命を脅

かす脳心血管疾患の危険因子であることから、CKD

対策は国民の生命を守る観点で重要な意義がある。 

平成 20 年に厚生労働省から腎疾患対策検討会報

告書が発出されて以後の 10年間を振り返り、腎疾患

対策の更なる推進を目指して、今後 10年間の方針を

定めた新しい腎疾患対策検討会報告書が平成 30 年

に発出された。この中では「自覚症状に乏しい CKD

を早期に発見･診断し、良質で適切な治療を早期から

実施・継続することにより、CKD重症化予防を徹底す

るとともに CKD 患者（透析患者及び腎移植患者を含

む）の QOLの維持向上を図る」ことを目標として、

「普及啓発」、「地域における医療提供体制の整備」、

「診療水準の向上」、「人材育成」、「研究開発の推進」

という 5本柱ごとに今後実施すべき取組等が整理さ

れている。 

本 WGにおける研究の目的は、この 5本柱の中でも

特に「普及啓発」、「地域における医療提供体制の整

備」における好事例の共有を目的とし、また今年度

はこれらの好事例を横展開することで地域格差を是

正し、診療レベルの均てん化をより推進することを

目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

先駆的に取り組んでいる地域での好事例を共有し、

かつこれから取り組みを進めていく地域へのよい手

本としていつでも活用できる体制を整えるため、厚

研究要旨 平成30年7月に厚生労働省から発出された腎疾患対策検討会報告書に基づき、今後の腎疾患対策の
更なる推進のための対策5本柱を中心に、腎疾患対策が進められてきた。普及啓発や地域における医療提供
体制の整備が各地で取り組まれてきた。本WGにおいて今年度は腎疾患対策が進んでいる地域を好事例として
その共有と、全国への横展開のさらなる拡充を図ることを目的とした。昨年度から、J-CKDIにおける全都道
府県別の普及啓発および診療連携に関する現状をとりまとめホームページに掲載することを取り組んできた
が、年度初めにWeb上に公開され、そのHP情報を全国各地で共有・通知を行った。 
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疾患対策検討会報告書に基づく慢性腎臓病 (CKD)対

策の推進に資する研究班（代表・岡田浩一）と強力

に協働し、今年度も 2班合同会議にて研究方法につ

いて検討した。 

そこで、日本腎臓病協会（JKA）の中にある J-CKDI

の全国各都道府県代表や各ブロック代表に依頼し、

各都道府県での「普及啓発」および「診療連携体制」

の現状あるいは今後の構想についてのスライド作成

を依頼し、集めた紹介スライドを 2班合同 Webホー

ムページに掲載し、あらゆる人が全都道府県の取り

組みについて情報を得ることができるようにした。 

 
（倫理面への配慮） 
本研究は多施設共同ではあるものの患者さんに直

接関係する情報を集めるものではない。各都道府県

での CKD対策の進捗状況をまとめる際に個人情報に

十分配慮したスライド作成を依頼した。 

  
 
Ｃ．研究結果 

 全 47都道府県から、「普及啓発」および「診療連

携」に対する取り組みのスライド作成を依頼し、全

都道府県（北海道は北と南あり、福岡県は複数あり）

において上記 2つに対する個別のスライドを作成し

た。それらのスライドを 2 班合同ホームページ

（https://ckd-research.jp/）にとりまとめて掲載

し、公開した。 

（図１） 

 

具体的には上記ホームページの「研究開発の推進」

（図１）をクリックする。次に「全国の取り組み・

年次推移」の項をクリックすると全国地図（図２）

が表示される。ここで閲覧を希望する都道府県をク

リックすることで知りたい都道府県の情報へアクセ

スできるようになっている。 

 

（図２） 

 

（図３） 

 

例えば岡山県をクリックすると図３のような形で、

岡山県の普及啓発の取り組みと認知度に関するスラ

イドや、診療連携体制構築の取り組みに関するスラ

イドをいつでもどこからでもダウンロードできるよ

うになっている。各都道府県の情報は今年度最新の

ものに updateされている。同様に、すべての都道府

県の CKD対策の現状も閲覧することができる。 

 これらの HP の存在およびその内容を利活用して

さらなる CKD普及啓発を推進し全国展開するために、

今年度は各都道府県での行政関係者および医療従事

者の研修会や、一般住民対象の普及啓発イベントや

市民公開講座などで本 HP の紹介および情報共有を

図った。具体的には、R6年度岡山県においては、医

師向けに県内計７つの CKD医療連携ネットワーク講

演会や、行政関係者や保険者、医療関係者対象の計

14 回の研修会（モデル事業、オンライン研修会等）

で、一般市民向けには計 12回の公開講座/健康教室

で本 HPの供覧と見方について情報共有を行った。 

 

Ｄ．考察 

今年度の研究を行うにあたり、昨年度検討した、

当研究班の HPの存在を広め、集めた情報の利活用を

図るための方策を実行した。 

ブロック別、県別、市町村別、エリア別、職種別
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など様々なレベルでの研修会において、この HPの使

い方、見方を様々な研修会などで共有し、全都道府

県の情報を利活用することができた。 

 診療連携に関するスライドには、全国都道府県に

おける CKD 医療連携の構築と発展に成功している

様々な好事例が紹介されている。ここでいう診療連

携とは、医師同士によるいわゆる病診連携に加え、

CKD 診療にあたる医療従事者、主には腎臓病療養指

導士たる看護師/保健師、管理栄養士や薬剤師そして

理学療法士などとの連携、さらには行政関係者との

連携、といった幅広い連携を包括しており、これら

多職種による集学的な CKD診療を意味する。今年度

は様々なレベルでの会それぞれにおいて HP の存在

を促すことで、広範に周知することができた。特に

行政関係者は比較的頻繁に担当者が変わっていくこ

とが多いので、毎年丁寧な情報共有を継続していく

必要がある。新しい担当者にも、所属する県市町村

の情報に加え、他県市町村でどのような事業が行わ

れているのか、閲覧をすることで、さらなる良質な

診療連携の発展が期待される。 

 普及啓発に関するスライドには、一般住民を対象

とした CKD普及啓発のやり方、共有資材が多く掲載

されている。一般住民向けの公開講座や勉強会にお

いて、こういったスライドを自由に閲覧できること

で、いつでも全国各地の CKD対策の現状を把握する

ことができる。一般住民向けの公開講座は、主とし

て市町村自治体が独自に計画しているケースが多い。

イベントの開催様式やその内容においても、それぞ

れの特長を活かした独自の形態をとっていることが

わかるようになっている。様々な団体が様々な規模

で開催していることが明らかとなり、その内容を知

ることで、各々の活動に取り入れるなど、より充実

した普及啓発活動に活かすことができると考えられ

た。その結果、CKD認知度向上にもつながることが十

分期待できる。 

 

Ｅ．結論 

日本全国各都道府県における「普及啓発」および

「診療連携」の現況を記したホームページの存在を

広く流布できた。このことであらゆる人がこれらの

情報を共有でき、各都道府県における今後の CKD対

策の大いなる参考となり、かつ、発展がさらに進ん

でいくことができた。 
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 日本透析医学会雑誌. 2024:57S:2557. 第69
回 日本透析医学会学術集会 

35) 宮澤晴久, 森野諄紀, 金子昌平, 伊藤聖学, 大
河原晋, 森下義幸. IHDFへのモード変更によ
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り肝臓内局所酸素飽和度が維持され，透析低血
圧が予防できた一例. 日本透析医学会雑誌. 20
24:57S:3148. 第69回 日本透析医学会学術集
会 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  該当なし 
 

 1. 特許取得 
  該当なし 
 2. 実用新案登録 
  該当なし 
 3.その他 
  該当なし 
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